
道の駅VEの取り組み
近年、道の駅には、さまざまな機能が期待されています。道の駅の計画を適切に進めるには、

地域の方々が地域に求められる機能を吟味し、工夫しながら進めて行くことが重要です。
ＶＥは、求められる機能を明確にし、必要な機能を果たすアイデアを発想する技術であり、

国土交通省では、これまでも公共事業の価値向上にＶＥを活用してきました。
 本取り組みでは、道の駅の計画にＶＥを活用することにより、道の駅の機能をより丁寧

に検討し、道の駅の価値向上を目指しています。
道の駅の新規計画・リニューアルに、道の駅の機能を整理し、新たなアイデアを創造す

るツールとして、ぜひ、ＶＥをご活用下さい。
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・道の駅「しょうなん」関係者
・柏市役所
・関東地方整備局
・日本ＶＥ協会 社会インフラ部会

ＶＥ（Value Engineering）とは？
ＶＥとは、製品やサービスの「価値」を、それが果たすべき「機能」とそのためにかける

「コスト」との関係で把握し、システム化された手順によって「価値」の向上をはかる手法です。
使用者優先、機能本位で考え、様々なアイデアを生かし現状を打破する。そのために英知
を結集したチーム・デザインを行います。
そして、機能とコストの両面から製品やサービスの価値の向上を図っていく、それが、ＶＥ
の考え方です。
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■道の駅「しょうなん」の取り組み
手賀沼周辺地域は、首都圏 30km 圏内では貴重な、日帰りによる観光やレクリエーション等で訪れること
ができる都市近郊の農村地域です。
手賀沼周辺地域では、地域活性化を図るため、手賀沼アグリビジネスパーク事業が進められています。 
道の駅「しょうなん」は、この取り組みの中で、この地域と都市部をつなぐ玄関口として期待されています。
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道の駅「しょうなん」におけるＶＥワークショップ
今回の取り組みでは、道の駅「しょうなん｣の再整備計画を対象にＶＥワークショップ 

を実施し、ＶＥの手法である機能系統図を使って、この道の駅に求められる機能を整理し
ました。また、機能を元にアイデアを出しました。

ＶＥワークショップの結果　
道の駅の計画において、ＶＥの「機能の定義・機能の整理」を行い、機能系統図に整理
することにより、地域の特性を踏まえた必要な機能が整理できました。
※機能系統図は裏面をご覧ください。
また、機能系統図を活用した「アイデア発想」により、実現性が高い新たなアイデアが
提案されました。

ＶＥワークショップ参加者の意見

・機能系統図を作成したことにより、取り組むべき役割が明確になり事業を展開していける。
有意義な取り組みであった。
・このＶＥを実施してから設計をすればよかった。今後の設計に活用していきたい。
・機能系統図の作成により、必要な機能について頭の整理ができた。
・今回２日間で出来なかった他のテーマについても実施してみたい。
・今回、機能が整理できたことで、よい道の駅の整備ができればと思っている。
・機能系統図を作成することにより、目的と手段が明確になることを理解した。
・計画をつくるときには、この目的と手段を明確にすることが重要であり参考となった。
・アイデア出し等はこれまでも実施してきたが、ＶＥを実施し機能系統図を作成すること
など、整理の方法が勉強になった。
・ＶＥはコスト縮減だけというイメージを持っていたが認識が改まった。新しく道の駅を
考える自治体にとって、地域の実情に即したより魅力ある道の駅に近づける上で良い手
法ではないか。
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この道の駅に求められる「機能」を出します。
機能とは、道の駅が提供する「サービス」や「はたらき」です。
機能は、目的・方針・建築物の形状・イベント等から抽出します。「～を～する」。

目的と手段の関係で、道の駅に求められる「機能」を整理します。
これにより機能をいくつかのグループに分けて捉え、改善検討を進めやすくします。

「機能」について評価し、問題がある「機能」を選びます。
問題がある機能から改善アイデアを考えることにより、アイデアの方向性を揃えます。

改善アイデアを検討します。
機能からアイデアを出すことにより、アイデアを出しやすくします。 
批判厳禁・自由奔放に考え、評価は後で行います。

目的 手段

・一度に大量の人に情報流す

・趣味が共通の人とつながる

・いつでもどこでも発信できる

・色々な情報が総合的に提供

・スイッチ一つで情報が出る

道の駅の機能を検討する際の司会進行役として、 
ＶＥ協会のＶＥ有資格者が協力した。

ワークショップで検討したアイデアシート（一部抜粋）

・日本最初のサンタクロース


